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施策分野 1-1

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

 ◆自治会の加
入率 ↗

市民自治・協働

施策
成果指標

 （１）市民自治の基盤となる地域自治の確立

○まちづくり協議会の活動の充実を支援します

◆まちづくり協
議会ポータルサ
イトアクセス件数

↗ 176,016件

ねらいや

主な取組

まちづくり協議会の認知度の向上を図るとともに、情報発信の支援、課題解決に向け
て関係部局との連携強化など、活動が充実するよう支援します。

―
（新規）

58.0%

○様々な分野における市民活動の充実に向け、コミュニティビジネスの育成
や支援に取り組みます

ねらいや

主な取組

様々な分野において市民活動が充実するよう、中間支援団体などと連携し、市民活動
団体やNPOなどのコミュニティビジネスを育成及び支援します。

○地域ごとのまちづくり計画の実現に向け、地域と連携しながら取り組みます

ねらいや

主な取組

地域ごとのまちづくり計画について、その実現に向けて地域と連携しながら取り組みま
す。

○自治会の加入率向上等に関する支援を行います

ねらいや

主な取組

市民にとって最も身近な地域の集まりである自治会について、加入率が向上するよう
に支援します。また、その結成及び運営に関して支援します。

 （２）様々な市民活動の充実

○まちづくりに関わるすべての個人や団体（自治会、市民活動団体など）の連
携を促進します

ねらいや

主な取組

まちづくりに関わるすべての個人や団体（自治会、市民活動団体など）の効果的な連
携促進に向けて取り組みます。

◆地域ごとのま
ちづくり計画に
おいて順調に進
んでいる取組の
数

↗

◆地域やNPOと
行政との協働事
業数

◆市内のNPO
法人数

○協働型事業の推進と検証に努めるとともに、さらなる拡大を目指す新たな
仕組みを構築します

ねらいや

主な取組

市のすべての事業において協働型の事業の推進と検証に努めます。また、協働型の
事業の拡大を目指す新たな仕組みを検討します。

 （３）市民と行政の協働の推進

○「協働の指針」の周知及び活用を図り、協働をさらに推進します

ねらいや

主な取組

「協働の指針」や「協働のマニュアル」などを活用した市民説明会や職員研修を実施
し、協働についての意識醸成に努め、協働の取組を推進します。

○市民の広域的な活動や地域課題を解決する活動などを支援し、活動を促
進します

ねらいや

主な取組

市民が行う公益的な活動に対して、きずなづくり推進事業補助金などによる支援を行
い、活動を促進します。

◆きずなづくり
推進事業提案
事業数

↗ 17件

↗ 116団体

17件
ねらいや

主な取組

市民主体のまちづくり活動や地域コミュニティの活動を促進するために、担い手の発
掘や育成とともに、人の「つながり」づくりに取り組みます。

○活動の担い手の発掘・育成の支援と「つながり」づくりに取り組みます
◆きずなづくり
推進事業提案
事業数

↗

◆地域やNPOと
行政との協働事
業数

↗ 670件

↗ 670件

◆「協働の取り
組みへの意向を
持っている」と回
答した市民の割
合

↗ 12.9%
（H30年度）
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施策分野 1-2

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)
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人権・男女共同参画

施策
成果指標

 （１）すべての人の人権が尊重されるまちづくりの推進

○部落差別をはじめとする様々な差別解消に向けて、あらゆる施策を人権尊
重の視点に立って進めます

 ◆「人権が尊重
されていると思
う」と回答した市
民の割合

↗ 54.1%
（H30年度）

ねらいや

主な取組

職員一人ひとりの人権意識を高め、あらゆる施策を人権尊重の視点に立って進めま
す。

32.9%
（H30年度）

○市民と行政の協働により人権教育及び啓発を進めます

ねらいや

主な取組

部落差別をはじめとする様々な人権課題について、関係団体との連携を図り、市民と
行政の協働による人権教育及び啓発に取り組みます。

○地域や学校など様々な場における人権教育及び啓発を推進します

ねらいや

主な取組

発達段階に応じた人権保育や教育に取り組むとともに、地域や学校など様々な場に
おける啓発に取り組みます。

◆「市の施策は
人権尊重の視
点に立っている
と思う」と回答し
た市民の割合

↗

 （２）戦争や核兵器のない平和な社会の実現

○市民と行政の協働による平和事業に取り組みます

1,218人
ねらいや

主な取組

平和の大切さを次世代に継承するため、市民と行政の協働により平和事業を推進し、
平和の大切さを伝え、ともに平和を守る意識を高めることに取り組みます。

◆非核平和都
市推進事業参
加者数

↗

ねらいや

主な取組

男女共同参画社会の実現に向けた保育や教育を推進するとともに、男女共同参画セ
ンターを中心に啓発や情報発信に取り組みます。

 （３）すべての人が性別にとらわれず、自分らしく暮らせるまちづくりの推進

○すべての施策を男女共同参画の視点に立って進めます

ねらいや

主な取組

職員一人ひとりの意識を高め、すべての施策を男女共同参画の視点に立って進めま
す。

○女性への暴力の根絶とDVを許さない社会づくりを進めます

ねらいや

主な取組

関係機関などと連携し、よりDV被害者の視点に立った相談に取り組むとともに、女性
への暴力やDVを許さない市民意識の醸成に努めます。

26.0%
（H30年度）

34.6%
（H30年度）

35.4%

ねらいや

主な取組

審議会委員等へのクオータ制の推進や女性の就労支援に取り組み、家庭、学校、職
場、地域社会などあらゆる場での男女の平等な参画を推進します。

◆「市の施策は
男女共同参画
の視点に立って
いると思う」と回
答した市民の割
合

↗

◆「社会におけ
る男女の機会均
等が図られてい
ると思う」と回答
した市民の割合

↗

◆本市における
女性の公職参
画率

↗

○あらゆる場への女性の参画を進めます

○男女共同参画社会実現に向けた教育及び啓発を推進します
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施策分野 1-3
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49回

48.4%
（H30年度）

9,873千件

189,543千
円

◆市ホームペー
ジのオープン
データのページ
へのアクセス件
数

↗

◆ふれあいトー
ク（出前講座）の
開催回数

↗

 （２）市民との交流と対話の推進

○市民の意見を聴く機会の充実を図ります

ねらいや

主な取組

広聴カードやパブリック・コメント、市民アンケートなどとともに、ICTも活用し、市民の意
見を聴く機会の充実を図り、市政への反映に取り組みます。

○交流と対話、参画の場の充実に取り組みます

ねらいや

主な取組

市民と市長のテーブルトークやふれあいトーク（出前講座）などの対話の場をもち、市
政に生かします。また、各種審議会への市民参画を促進します。

◆「市役所が行
う行政施策に関
心がある」と回
答した市民の割
合

開かれた市政

施策
成果指標

 （１）市民との情報共有の推進

○発信する情報の量と内容の充実に努めます

ねらいや

主な取組

各種広報媒体やICTを活用し、発信する情報の量と内容の充実に努め、市民との情報
共有を図ります。また、効果的な情報発信のために職員研修を充実します。

35.9%
（H30年度）

9,873千件

行政情報の積極的な公開と、ビッグデータ・オープンデータの利活用を推進します。

○各種広報媒体を活用し、すべての市民に必要な情報を的確に伝えます

ねらいや

主な取組

広報誌やホームページ、ＳＮＳなどの各種広報媒体の特性を生かし、情報弱者を含む
すべての市民に必要な情報を的確に伝えます。

○行政情報の積極的な公開と、ビッグデータ・オープンデータの利活用を推進
します

◆「広報たから
づかを読む」と
回答した市民の
割合

↗

◆市ホームペー
ジアクセス件数 ↗

31,549件
ねらいや

主な取組

↗

◆市ホームペー
ジへのアクセス
件数

◆ふるさと納税
の額

↗

↗

 （３）まちの魅力の効果的な発信

○まちへの関心や愛着を高めるようなまちの情報や魅力を広く発信します

ねらいや

主な取組

まちの様々な情報や魅力を様々な媒体を活用して広く発信することにより、まちへの関
心を高め、まちへの愛着を抱く人を増やしていきます。

○市民や事業者とともに効果的なPRに取り組みます

ねらいや

主な取組

市外に向けてまちの素晴らしさを効果的にPRするために、市民や市内事業者等と一
体となった取組を推進します。
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施策分野 1-4

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の
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方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

成果指標

 （１）誰もが利便性、サービス向上を実感できるデジタル行政の推進

○行政手続がデジタル上で完了する基盤を整備します

16.41%
ねらいや

主な取組

 ◆マイナンバー
カード交付率 ↗ＡＩ、ＩＯＴ、５Ｇなど最新技術を活用し、誰もがその利便性を享受できる環境を整備しま

す。時代に応じた教育の充実を図るために、ＩＣＴ機器や通信環境の整備を進めます。

○システムの安定運用と個人情報の保護・情報セキュリティ対策の強化を進
めます

ねらいや

主な取組

常に安定した市民サービスを提供するために、システムの安定運用と、個人情報の保
護、及びサイバーテロによる住民情報の流出や破壊、災害による消失を防ぐ対策を推
進します。

○高度なＩＣＴを活用し、教育、福祉などあらゆる分野で質の高い行政サービ
スを目指します

ねらいや

主な取組

マイナンバーカードの交付を推進し、市民が行政証明書の取得や申請手続きのため
に来庁する手間を省くとともに、申請書類のペーパーレス化を進めるためのＩＣＴ環境
を整備します。

ねらいや

主な取組

各部署が保有する情報をデータ化し、部署間で活用できるためのＩＣＴ環境を整備し、
ＥＢＰＭの活用を推進します。

○定型、繰り返し業務の徹底的な自動化を進めます

情報化

施策

ねらいや

主な取組

職員が地域課題の解決など非定型、創造的な業務に移行できるよう、ＡＩやＲＰＡなど
最新技術を活用し、日々繰り返す業務は自動化を進めます。

○業務情報のデータ化とＥＢＰＭの活用環境の整備を進めます

（２）デジタルシフトによる効率的な行政運営の推進

○職員が最大のパフォーマンスを発揮できるＩＣＴ環境を整備します

◆ＩＣＴの活用に
よる定型・繰り返
し業務や非効率
業務の削減時
間

↗ ―
(新規)

ねらいや

主な取組

場所や時間にとらわれることなく多様な仕事のスタイルが求められる時代、職員が最大
限効率的に働くことをサポートするＩＣＴ環境の整備を進めます。

○自治体間の共同システムの利用を推進します

ねらいや

主な取組

自治体が共同で業務システムを利用することで、コスト削減に取り組みます。

○ＩＣＴ活用人材の育成に取り組みます

ねらいや

主な取組

ＩＣＴを活用して業務課題を解決するための人材育成に取り組みます。
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施策分野 1-5

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

行財政経営

施策
成果指標

 （１）時代にふさわしい市民サービスの追求

○自治体や民間などとの連携を進め、効率的・効果的で質の高い市民サービ
スを提供します

 ◆「時代にふさ
わしい市民サー
ビスが提供され
ていると思う」と
回答した市民の
割合

↗ ―
(新規)

○業務改革を推進し、時代にふさわしい市民サービスを提供します

ねらいや

主な取組

業務や行政手続などのあるべき姿と現状を分析し、情報通信技術を活用することなど
により、手法や在り方を抜本的に見直すことで、限られる職員の供給制約を克服し、職
員でなければならない業務に特化するとともに、行政手続きの簡素化、迅速化を図る
ことで、時代にふさわしい市民サービスを提供します。

ねらいや

主な取組

地域課題などに対応していくために、自治体やコミュニティ組織、NPO、民間企業など
の地域社会の様々な主体と連携を進め、効率的・効果的で質の高い市民サービスの
提供を目指します。

○公共施設マネジメントを推進します

ねらいや

主な取組

市が保有する公共施設の長寿命化や施設保有量の最適化など、公共施設を資産とし
て最適に維持管理し、有効活用を図ります。

 （２）時代の変化に対応できる職員の育成と、組織体制の整備

○協働を基本に問題解決を図る職員を育成します

○職員のワーク・ライフ・バランス、働き方改革を推進します

ねらいや

主な取組

柔軟で多様な働き方を導入し、仕事と家庭生活の両立を支援し、健康でいきいきと働
くことができる職場環境づくりに取り組みます。

ねらいや

主な取組

地域活動への関わりなどを通して協働に関する理解をより深めるとともに、さらなる協
働への取組を進めるため、引き続き協働に関する研修などに取り組みます。

○スマート自治体への転換に向けた取組を進めます

ねらいや

主な取組

長期的な視点で、転換に向け職員に求められる高い専門性などの向上に取り組むとと
もに、業務や組織のあり方などについて研究・検討を進めます。

○機能的で連携の取れた組織体制を整備します

ねらいや

主な取組

部署間の連携を推進するとともに、必要に応じて柔軟に組織体制を見直します。

3,497人

35.4%

◆職員研修延
べ受講人数

15.0%

○施策の有効性や効果などについて可視化し、市民から信頼される効率的、
効果的な行財政経営を推進します

ねらいや

主な取組

施策の実施にあたってはＥＢＰＭなどを活用することで、目的と手段、施策の有効性と
効果について可視化します。これにより、限られる経営資源を有効に活用することで効
率的・効果的に施策を実施し、市民から信頼される行財政経営を推進します。

 （３）将来の見える行財政経営の推進

○財政規律に基づき財政健全化を図り、将来にわたる責任ある行財政経営
を推進します

 ◆実質単年度
収支のプラスの
維持

→ ‐86,148千
円

ねらいや

主な取組

財政を秩序正しく運営するための財政規律に基づき、財政の健全化を図り、将来にわ
たる責任ある行財政経営を推進します。

ねらいや

主な取組

職員一人ひとりが未来の市民の暮らしをいかに守っていくのかを考え、課題解決に向
けお互いが協力し行動することができる組織風土づくりに取り組みます。

↗

◆年次休暇取
得率 ↗

○職員の意識や組織風土の改善に取り組みます ◆ 男性職員の
育児休業取得
率

↗
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施策分野 2-1

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

危機管理・防災・消防

施策
成果指標

（１）迅速・適切な危機管理体制づくり

○危機管理施設の整備を推進します

ねらいや

主な取組

危機事案に対し迅速な対応を確立し、情報共有を図るため、危機管理施設の整備に
取り組みます。

◆安心メール登
録者数 ↗ 27,849人

○危機管理体制を整えます

ねらいや

主な取組

危機事案の情報伝達手段として防災行政無線、安心メール、ＳＮＳなど様々な媒体の
活用の促進のほか、他自治体や事業者等との連携に引き続き取り組みます。

○危機対応力の向上を図ります

ねらいや

主な取組

危機事案に関する講習会や訓練により、対応力の向上を図ります。

（２）自助・共助の体制づくり

○地域における防災力の向上と感染症への備えを推進します

ねらいや

主な取組

大規模災害時や新たな感染症の蔓延時における公助の限界が露呈するなか、自助、
共助の果たす役割が重要になっていることを踏まえ、市民の取組を引き続き支援しま
す。

○災害時要援護者の支援体制を整えます

ねらいや

主な取組

災害時要援護者の支援を実施する避難支援組織や地域の多様な団体との連携を図
り、地域ごとの災害リスクを見据えた取組を支援します。

◆「日ごろから
災害に対する備
えをしている」と
回答した市民の
割合

↗ 48.9%
（Ｈ30年度）

◆災害時要援
護者避難支援
組織数

↗ 48組織

(３)　消防・救急体制の充実

○災害対応能力の充実を図り、市民生活の安全・安心を確保します

ねらいや

主な取組

火災をはじめ大規模な自然災害や感染症、高齢化の進行などによる救急・救助需要
のほか、複雑多様化する各種災害に対応する体制を確保します。

○消防の連携・協力体制の強化を図ります

◆救命講習受
講者数 →

9,082人
※新型コロ
ナウイルス
感染症拡大
防止のため
一時的に救
命講習を中
止した結果

の数値

◆出火率 ↘
1.2%

（R元年12
月末現在）

ねらいや

主な取組

川西市及び猪名川町との消防指令センタ－の共同運用を継続するほか、消防の連
携・協力体制の強化を図ります。

○消防力の充実を図ります

ねらいや

主な取組

消防施設の維持管理及び消防車両、資器材を計画的に整備するとともに、職責の自
覚、資質の向上により、市民の信頼と負託に応える人材を育成し、消防力の充実を図
ります。

〇防火安全対策を推進します

ねらいや

主な取組

防火対象物及び危険物施設等に対する予防査察を効果的に実施するとともに火災予
防啓発活動を推進します。

〇消防団を中核とした地域消防体制の充実を図ります

ねらいや

主な取組

消防団を中核とした地域防災力の充実と、地域防災の担い手である自主防災組織の
活性化を図ります。
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施策分野 2-2

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性
○駅周辺の快適な歩行空間を確保します

↘
619件

（R元年12
月末現在)

◆自転車に関
する事故発生件
数

↘
145件

（R元年12
月末現在)

ねらいや

主な取組

駅周辺の安全で快適な歩行空間を確保するため、継続して放置車両の撤去や巡回
指導、啓発活動に取り組みます。

1,047件
（R元年12
月末現在)

○犯罪被害者等の総合的な支援に取り組みます

ねらいや

主な取組

犯罪被害者等に寄り添った支援を総合的に推進します。
◆犯罪発生件
数 ↘

○交通危険箇所の安全対策を実施します

ねらいや

主な取組

交通危険箇所の安全点検や注意喚起などを行い、安全対策に取り組みます。

◆交通事故（人
身事故）発生件
数

 （２）交通安全対策の推進

○交通安全意識の啓発を推進します

ねらいや

主な取組

児童や高齢者の事故抑制を図るため、自転車教室や交通安全教室の開催など、交通
安全教育の啓発に努めます。
自転車ヘルメット着用等による自転車の安全利用を推進するため、市民モニター制度
などによる啓発や自転車安全利用推進員の拡充に取り組みます。

防犯・交通安全

施策
成果指標

 （１）防犯対策の推進

○防犯意識の啓発や防犯活動組織への支援など、地域の防犯力を高めます

◆アトム防犯グ
ループ数 ↗ 136グルー

プねらいや

主な取組

防犯講習会の開催や広報活動など、市民啓発を推進します。
地域で自主的に防犯活動を行うアトム防犯グループの充実やその他活動組織の結成
促進を図ります。
地域の防犯カメラ設置助成など、防犯組織の支援に取り組みます。
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施策分野 2-3

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

2,420人

消費生活

施策
成果指標

（１）世代や生活の場に応じた多様な消費者教育の推進

○市民や関係機関、団体、事業者等と連携・協働し、消費者教育や啓発を推
進します

ねらいや

主な取組

関係機関や団体等と連携・協働し、消費者教育や消費生活関連情報の啓発活動を効
果的に実施します。

○消費生活相談機能を充実させます

ねらいや

主な取組

消費生活相談員の対応力を強化し、相談者のトラブルに対する助言やあっせんを行う
とともに、相談者が同様の被害にあわないようアドバイスします。

◆消費生活講
座などの参加人
数

↗
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施策分野 2-4

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

→

→

42地区

9地区

◆市街化調整
区域の面積 → 7,584ha

 （２）北部地域の活性化に向けたまちづくりの推進

○自然環境と田園環境の保全に努めます

ねらいや

主な取組

市街化調整区域の位置づけを堅持しつつ、今後も豊かな自然環境と田園環境を地域
の魅力として維持・保全します。

まちづくりルールの導入など住民主体のまちづくりの取組を支援し、地域の実情に応じ
た良好な住環境の維持・形成に努めます。

○自然緑地や都市緑地の保全・育成に努めます

ねらいや

主な取組

市街地周辺の自然緑地、生産緑地をはじめとする都市緑地を保全するとともに、地域
住民との連携によりこれらの維持・保全に努めます。

○住民主体のまちづくりを推進し、良好な住環境の維持・形成を図ります

 （３）地域の特性にあった良好なまちづくりの推進

○多様な事業手法を活用して、地域と連携したまちづくりを進めます

 ◆面的整備へ
の支援による整
備面積

↗ 199.8ha
(29地区）

ねらいや

主な取組

市街地再開発事業や土地区画整理事業など多様な事業手法を活用し、地域と連携し
たまちづくりを進めます。

○既存都市施設を有効に活用し、まちの活性化を図ります

ねらいや

主な取組

面的整備事業によって設けた施設の老朽更新を図り、市民にとって利便性の高い施
設を目指します。

土地利用

施策
成果指標

（１）南部地域の持続可能な都市づくりの推進

○地域特性を踏まえながら、駅周辺への多様な都市機能の誘導を推進しま
す ◆市街化区域

の面積 → 2,605ha
ねらいや

主な取組

駅周辺に多様な都市機能を誘導し、それを補完する交通ネットワークなどとの連携に
より、持続可能なコンパクトなまちづくりを進めます。

ねらいや

主な取組

◆地区計画等
の決定地区数

◆地区まちづく
りルールの認定
地区数

ねらいや

主な取組

地域の実情に応じたまちづくりを推進するため、住民主体のまちづくりの取組を支援し
ます。

ねらいや

主な取組

魅力的なまちづくりを進めるため、都市計画制度や開発許可制度の弾力的運用に
よって地域資源を生かした土地利用を推進します。

○地域資源を生かした魅力的なまちづくりを推進します

○住民主体のまちづくりを推進し、集落環境の維持に努めます
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施策分野 2-5

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

88.4%

 （２）安心して住み続けられる住まいづくりの促進

○耐震診断や耐震改修の促進を図ります

ねらいや

主な取組

市民の生命と財産を守るため、建物所有者が主体的に耐震化に取り組めるよう耐震診
断や耐震改修等に対する助成制度を促進します。

◆住宅の耐震
化率 ↗

1,336戸

〇民間住宅や市営住宅の有効活用と適正な維持保全を推進し、良好な住環
境を維持します

ねらいや

主な取組

マンションの管理不全予防及び住宅の適正管理をするため、相談体制や啓発活動を
充実させると共に、市営住宅を計画的に改善し有効活用に取り組みます。

◆市営住宅供
給戸数 →

住宅・住環境

施策
成果指標

 （１）住宅ストックの活用促進など良好な住環境の維持

○空家の適正管理と活用の促進を図ります
 ◆空き家バンク

物件登録件数 ↗ 2件
ねらいや

主な取組

適切に管理されていない空家の発生を抑制するため、相談窓口による相談対応や啓
発を推進すると共に、空き家バンクなどにより活用促進に取り組みます。
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施策分野 2-6

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

〇開発や建築行為に合わせ、狭隘な生活道路の整備を推進します

ねらいや

主な取組

本市の生活道路は狭隘な道路が多いため、開発行為や建築行為に合わせて積極的
に拡幅整備を推進します。

◆道路改良率
(規格改良済) ↗

○北部地域を含め、道路ネットワークの形成に向けた効果的な市道の整備を
推進します

ねらいや

主な取組

道路網基本構想を踏まえ、都市計画道路を補完する市道や北部地域の市道につい
て計画的、効果的な整備を推進します。

56.9%

○自転車ネットワーク計画に基づき、自転車通行空間の整備を推進します

◆ノンステップ
バスの導入率 ↗ 71.6%

（４）すべての人にやさしい安全で快適な道路環境づくりの推進

○地域と連携した通学路の安全対策を推進します

◆自転車レーン
整備延長 ↗ 2.4km

ねらいや

主な取組

教育関係者や警察などの関係機関とともに、地域と連携して通学路などの安全確保に
取り組みます。

○道路や公共交通のバリアフリー化など、人にやさしい交通環境を整備しま
す

ねらいや

主な取組

歩道や交通結節点のバリアフリー化や、交通規制などによる安全な歩行空間の確保と
ともに、バリアフリー車両の導入促進などにより、すべての人にやさしい道路交通環境
の整備に取り組みます。

 （３）橋梁などの道路構造物の長寿命化や計画的な修繕の推進

ねらいや

主な取組

自転車ネットワーク計画に基づき、自転車レーンなどの整備を計画的に進め、自転車
利用者や歩行者の安全確保を図ります。

○環境や景観に配慮し、植栽など道路環境の適正な維持管理に取り組みま
す

ねらいや

主な取組

市民との協働による街路樹や道路植栽の適正な管理や道路の清掃などにより、環境
や景観に配慮した道路管理を推進します。

○橋梁などの道路構造物について、定期的な点検を行い長寿命化を図るとと
もに、計画的、効率的な修繕による適正な維持管理を推進します

◆長寿命化計
画に基づく橋梁
の修繕箇所数

↗ 39箇所

ねらいや

主な取組

橋梁の長寿命化計画に基づいて着実に修繕工事に取り組むとともに、舗装など道路
構造物の定期的な点検により、計画的、効果的な道路の維持管理に努めます。

○市民からの情報収集による道路の効率的な整備を推進します

ねらいや

主な取組

SNSを利用した市民からの通報システムなど、道路に関する情報の効率的な収集に努
め、交通の安全確保を図ります。

（２）公共交通の利便性の向上と、新たな移動手段の検討

○公共交通の維持や利便性の向上を図り、新たな移動手段の確保をめざし
ます

◆公共交通の
利用者数 ↗ 258,582人

ねらいや

主な取組

地域公共交通網形成計画を策定し、公共交通ネットワークの見直しに取り組むととも
に、デマンド交通など、地域の実情に応じた新たな移動手段の確保について検討しま
す。

○コンパクトなまちづくりに向けて、交通結節機能の充実を図ります

ねらいや

主な取組
阪急小林駅前をはじめ、駅前広場の整備などによる交通結節機能の拡充を図ります。

○北部地域では、地域の特性に応じた公共交通の確保に努めます

ねらいや

主な取組

北部地域では、人口減少などの社会情勢の変化に伴って公共交通のあり方について
見直す必要が生じており、通学を含めた地域生活の状況に応じた公共交通の確保を
検討します。

道路・交通

施策
成果指標

（１）計画的、効率的な道路整備の推進

○渋滞の解消や都市防災機能の充実を目指し、都市計画道路の計画的な整
備を推進します

 ◆都市計画道
路整備率 ↗ 72.4%

ねらいや

主な取組

現在整備中の荒地西山線や競馬場高丸線をはじめ、都市計画道路整備プログラムに
基づいて計画的、効率的な整備を進めます。
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施策分野 2-7

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

（２）うるおいや安らぎのある河川・水辺空間の創出

○河川・水辺空間の利活用を推進します

 ◆河川・水辺空
間アドﾌﾟﾄ活動
団体数

↗ 9団体

ねらいや

主な取組

主に武庫川河川敷において、アメニティの向上による魅力的な親水空間形成などによ
り利活用を促進します。

○河川・水辺空間活動団体を支援します

ねらいや

主な取組

活動団体へ県は資機材の提供や保険負担、市は塵芥処理などを行い活動を支援し
ます。

ねらいや

主な取組

浸水被害解消のため、県の河川改修事業の推進について県をはじめとする関係機関
へ働きかけます。流域対策として、公園やため池などを活用した雨水貯留施設の整備
などにより流出抑制を図ります。
市が管理する普通河川の管理台帳を作成し、計画的な災害防除に取り組みます。

◆ 急傾斜地崩
壊対策事業箇
所数

↗ 2箇所

○洪水・土砂災害に対する地域の防災力を高めます

ねらいや

主な取組

洪水浸水想定区域、土砂災害特別警戒区域の周知や防災学習会の開催などにより、
地域の防災力向上を図ります。

○土砂災害特別警戒区域に関する取組を推進します

ねらいや

主な取組

土砂災害特別警戒区域に関する市の総合窓口として、区域からの移転支援や県の急
傾斜地崩壊対策事業の調整などに取り組みます。

河川・水辺空間

施策
成果指標

（１）治水・土砂災害対策の推進

○総合治水の観点から、河川改修事業等を推進します
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施策分野 2-8

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

ねらいや

主な取組

下水道事業経営戦略に基づき、経営の安定化に取り組みます。また、近隣都市との連
携による下水道施設の共同利用や管理の一体化などを検討します。

◆管渠改善率

↗ 26地区

1.0%↗

◆浸水対策必
要地域の解消ねらいや

主な取組

下水道（雨水）施設の整備を継続的に進めるとともに、老朽雨水ポンプ場の改築工事
に取り組みます。また、重要な汚水管路の耐震化を推進します。

○健全な経営に支えられた下水道事業の構築に取り組みます

○アセットマネジメントを推進し、環境との共生の維持に努めます

ねらいや

主な取組

老朽管路の修繕・改築を進めるとともに、ストックマネジメント手法を導入し、効率的か
つ効果的な維持管理に取り組みます。

0.61%

◆経常収支比
率 ↗ 95.3%

110.3%↗◆経常収支比
率

◆管路の更新
率 ↗

○健全な経営に支えられた水道事業の構築に取り組みます

ねらいや

主な取組

水道事業経営戦略に基づき、経営の安定化に取り組みます。また、近隣都市との連携
や水道施設の共同化を研究し、広域化の可能性について検討します。

（２）安全・安心で安定した下水道サービスの提供

○浸水・地震対策を強化し、クライシスマネジメントを推進します

○市民から信頼され続ける水道を目指し、事業基盤の強化を図ります

上下水道

施策

ねらいや

主な取組

今後の水需要動向等の変化を考慮し、より効率的な送配水管理を検討するとともに、
アセットマネジメント（資産管理）のレベルアップに取り組みます。

成果指標

（１）安全で良質な水道水の安定的な供給

○良質な水道水を供給するため、きめ細かな水質管理を推進します

 ◆水源の水質
事故数 ↘ 0件

ねらいや

主な取組

水源や地域特性を踏まえた水質管理の強化に取り組むととに、水質異常等に即応で
きるよう関係機関や近隣市との連携を進めます。

○水道水の安定供給を図るため、危機管理の取組を推進します

ねらいや

主な取組

基幹施設や管路網の耐震化を推進します。また、災害・事故への備えとして、応急給
水拠点の拡充・整備に取り組みます。

13



施策分野 3-1

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

◆乳幼児健診
受診率 ↗

・４か月児

 ９８．１％

・１０か月児

 ９６．４％

・１歳６か月児

 ９７．５％

・３歳児

 ９５．８％

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

◆ 市立病院の
入院単価 ↗ 53,981円

ねらいや

主な取組

保健・医療・福祉・教育の連携により、妊娠期からの児童虐待防止や、産後うつ病、発
達障碍（がい）などの育てにくさを感じる保護者への支援に取り組みます。

○市内外の医療機関の連携により地域の救急医療体制を確保します

ねらいや

主な取組

市内市外の医療機関と連携し、地域の救急医療体制を確保します。また、2次救急医
療機関として、救急患者の円滑な受け入れを進めます。

（３）安心・安全な地域医療体制の確保

○地域の医療機関や介護施設との連携を深めます
◆市立病院の
経常収支比率 ↗ 96.4%

◆健やか親子２
１問診調査で
「育てにくさを感
じた時に対処で
きる親」の割合

↗ 85.1%

○妊娠期からの児童虐待防止や育てにくさを感じる親への支援に取り組みま
す

◆「意識的に健
康づくりに取り
組んでいる」と
回答した市民の
割合

↗

◆特定健康診
査受診率（法定
報告）

↗

（２） 妊産婦・子どもへの母子保健事業の推進

○妊娠・出産・子育てに関する相談支援や情報提供など、妊産婦・子どもへの
切れ目ない支援に取り組みます

ねらいや

主な取組

安心して出産や育児に臨めるように、子育て世代包括支援センターの相談支援や健
康・子育てに関する情報提供を充実し、健やかな育ちを支援します。

 ◆健やか親子２
１問診調査で
「妊娠・出産に
ついて満足して
いる者」の割合

↗ 83.1%

ねらいや

主な取組

健やかなこころを保ち、いきいきと生活していけるよう、心の健康づくりに関する啓発に
取り組みます。また、悩んでいる人に早期に気づき、必要な支援につながるよう、自殺
予防対策に取り組みます。

38.6%
(H30年度)

○啓発や自殺予防対策に取り組み、心の健康づくりを推進します

○市立病院の医療機能や病床規模の見直しに取り組みます

ねらいや

主な取組

これからの地域の医療ニーズに適合した市立病院の医療機能や病院規模について建
替も踏まえて検討します。

○新たな中長期計画に基づき、市立病院の経営の安定化を図ります

ねらいや

主な取組

令和3年度(2021年度)からスタートする新たな中長期計画に基づき、市立病院の経営
の安定化を図ります。

78.0%

ねらいや

主な取組

病院とかかりつけ医等の連携を強化するとともに、地域包括ケアシステムを推進するた
め、医療機関と福祉部門や介護施設等との連携を深めます。

○市立病院の集学的がん診療体制を強化します

ねらいや

主な取組
外科治療、薬物治療、放射線治療の3つの集学的がん治療を強化していきます。

◆市立病院の
病床稼働率 ↗

健康・医療

施策
成果指標

 （１）健康意識の向上とライフステージに応じた健康づくりの推進

○啓発や予防接種、食育の推進により、疾病予防や健康づくりを推進します

52.5%
（H30年度）

ねらいや

主な取組

各年代に応じた健康的な生活習慣の啓発により、生活習慣病などの発症予防に向け
た取組を推進します。また、感染症に関する知識の普及啓発や予防接種、食育を推
進します。

○健診などにより、生活習慣病等の早期発見や重症化の予防に取り組みま
す

ねらいや

主な取組

健診などにより疾病を早期に発見し、症状の進展等の重症化予防に向けた取組を進
めます。
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施策分野 3-2

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

199箇所↗◆市域内のサロ
ン等の居場所数

◆災害時要援
護者避難支援
組織数

↗ 48組織

ねらいや

主な取組

既存の相談機関における権利擁護支援などの機能や組織間の連携を強化し、市内
各ブロック圏域で、専門職などが分野を超えて情報共有を行う体制を整え、制度の狭
間や複合的な生活課題に対応する体制づくりを進めます。

424人

○地域福祉をコーディネートする人材や、地域福祉を担う人材の掘り起こしと
育成を進めます

ねらいや

主な取組

社会福祉協議会との連携により、地域福祉をコーディネートする人材や若い世代の担
い手、知識や経験を持つ高齢者の担い手の掘り起こしと育成に取り組みます。

（２）包括的な支援体制づくり

○災害など非常事態にあっても共に助け合い、誰もが安心を感じられるよう、
普段からの多様な主体による見守り・支え合いを促進します

ねらいや

主な取組

災害時要援護者支援制度を通じた地域の見守り・支えあい活動の促進や多様な主体
によるつながりの強化を進めます。

○社会制度の狭間や、市民が抱える複合的な生活課題に対応するため、総
合相談支援体制を構築・強化します

―
（新規）↗

◆（検討中）地
域生活支援会
議や、地域ケア
会議の設置数、
開催数

○課題を抱える人や、地域福祉の担い手が気軽に立ち寄り、話し合うことがで
き、誰もが共に活躍できる多様な居場所・拠点づくりを進めます

ねらいや

主な取組

地域の生活課題を早期に発見し、適切な対応を行うためにも、課題を抱えた人だけで
はなく、支援者も含めて、誰もが気軽に立ち寄り、話し合うことができ、活躍できる場づ
くりを進めます。

◆高齢者学習
事業づか塾（地
域活動）累計受
講者数

↗

ねらいや

主な取組

小・中学生の福祉に関する意識を高め、地域福祉活動やボランティア活動につなげる
ため、学校・地域・社会福祉施設・社会福祉協議会との連携による福祉教育を推進し
ます。

地域福祉

施策
成果指標

（１） 多文化・共生型の地域づくり

○福祉に関する意識を高め、地域福祉活動につなげるため、福祉教育の充
実を進めます。

 ◆福祉教育推
進校数 ↗ 32校
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施策分野 3-3

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

◆高齢者アン
ケートで「生きが
いがある」と回答
した市民の割合

↗ 60.9%

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

◆在宅介護
サービス利用者
アンケートで「内
容や質に満足し
ている」と回答し
た市民の割合

77%
（速報値）↗

80.6%
（速報値）

◆高齢者アン
ケートで「人生
の最期まで自宅
で過ごしたい」と
回答した市民の
割合

↗ 33.1%
（速報値）

◆ 高齢者アン
ケートで「認知
症の人や高齢
者等を地域の中
で見守ることは
大切だと思う」と
回答した市民の
割合

↗

○社会参加や世代間交流を通じて、いきがいづくりを促進します

ねらいや

主な取組

社会参加や交流を促進するために、通いの場への支援や、ボランティア・ＮＰＯ活動へ
の参加促進、雇用・就労への支援を行います。

ねらいや

主な取組

医療・介護・福祉の連携を強化し、在宅での生活力を高めることを支援するとともに、
看取りにも対応した在宅医療の充実に取り組みます。

○高齢者が抱える課題や地域課題を共有し、共に考え、身近な地域で支えあ
う仕組みづくりを推進します

ねらいや

主な取組

地域課題の共有を通して、多様な地域のつながりづくりと支えあう仕組みづくりを推進
します。

○高齢者が、医療や介護サービスを受けることとなっても、望む場所で安心し
て暮らせるよう、医療・介護・福祉の連携を強化します

○認知症になっても、住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、認知症施策を
推進します

ねらいや

主な取組

認知症に対する啓発活動を行ったり、見守り体制を整えることで認知症になっても地
域で暮らし続けられる環境整備を行います。

 （２）望む場所で安心して暮らせる体制づくり

○介護サービスの整備や、介護する家族の支援に向けて、多様なニーズに対
応した支援の充実を図ります

ねらいや

主な取組

介護が必要になっても、望む場所で安心して生活できるように、介護サービスの整備
や、介護する家族の支援に取り組みます。

 ◆（追加検討
中）「支え合い
活動グループ
数」または「地域
ささえあい会議
実施数」

↗ ―
(　新規　)

高齢者福祉

施策
成果指標

 （１）高齢者が自分らしくいきいきと暮らせる環境づくり

○健康長寿年齢の延伸を目指し、健康づくり・介護予防を推進します ◆65歳以上の
介護保険新規
認定者の認定
申請年齢

↗ 79.8歳

137グルー
プ↗

◆「いきいき百
歳体操」実施グ
ループ数

ねらいや

主な取組

健康寿命を延ばすために、専門職の関与を得ながら、住民主体の通いの場の充実を
図り、健康づくり、介護予防を推進します。
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施策分野 3-4

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

◆成年後見制
度の認知率 ↗ 26.6%

○障碍（がい）のある子どもの地域生活を支える取組を推進します

ねらいや

主な取組

保健・医療・福祉・教育など関係機関の連携強化や、障碍（がい）のある子どもが他の
子どもや地域との繋がりを持つ機会の充実を図ります。

（３）障碍（がい）のある子どもの成長を支える取組

○乳幼児期からの療育・発達支援を推進します

 ◆障害児通所
支援事業の利
用者数

↗ 1,023人

ねらいや

主な取組

早期発見や早期療育に取り組むとともに切れ目のない支援体制の充実を図ります。

○障碍（がい）のある子どもの療育に応じた障害児通所支援等の提供体制を
整備します

ねらいや

主な取組

障碍（がい）のある子どもの療育の状況に応じた支援を提供します。

◆宝塚市手話
言語条例の認
知率

↗ 3.0%

○「シンシアのまち宝塚」に向けたハード・ソフト両面での取組を推進します

ねらいや

主な取組

道路や公共施設の段差解消、手話通訳者や要約筆記者の派遣などハード・ソフト両
面でのバリアフリー化に取り組みます。

（４） 障碍（がい）のある人の就労支援や生活支援の推進

○障碍（がい）者就業・生活支援センターを中心に就労や就労定着の支援に
取り組みます

◆障碍（がい）
者就業・生活支
援センターの支
援による就職人
数

↗ 75人

ねらいや

主な取組

障碍（がい）者就業・生活支援センターを中心とした相談支援体制の充実を図り、障碍
（がい）のある人の就労とその定着率の向上に取り組みます。

○障碍（がい）者就労支援施設等利用者の工賃向上のための取組を推進し
ます

ねらいや

主な取組

共同受注窓口を活用した障碍（がい）者就労支援施設等への発注を増加させ、工賃
向上を図ります。

ねらいや

主な取組

成年後見制度の周知や市民後見人の養成など障碍（がい）のある人を地域で支える
仕組みづくりを推進します。

○障碍（がい）のある人が安心して暮らせる支援体制の充実を図ります

ねらいや

主な取組

地域生活支援拠点等の整備については随時見直しを行い、必要とされる支援体制の
充実を図ります。

（２）障碍（がい）のある人の権利擁護の推進

○障碍（がい）を理由とした差別の解消に取り組みます

ねらいや

主な取組

合理的配慮など障碍（がい）者差別の考え方について広く周知を図り、障碍（がい）を
理由とした差別解消に取り組みます。

○成年後見制度の活用を推進します

○障碍（がい）者虐待の防止に取り組みます

ねらいや

主な取組

障碍（がい）者虐待の未然防止や対応を適切に行うために、広く周知するとともに相談
支援体制の充実を図ります。

 ◆宝塚市障碍
（がい）者差別
解消条例の認
知率

↗ 2.5%

◆社会参加に
関する相談件数 ↗ 82件

障碍（がい）者福祉

施策
成果指標

 （１）障碍（がい）のある人の自立に向けた地域支援体制の整備

○障碍（がい）のある人が地域で安心して暮らすため、障害福祉サービス等
の提供体制を整備します

○障碍（がい）のある人の社会参加の実現を目指します

ねらいや

主な取組

障碍（がい）への理解を深めることにより、障碍（がい）のある人が地域での支え合いも
活用しながら、積極的に社会参加できるしくみを作ります。

ねらいや

主な取組

障碍（がい）のある人が住み慣れた地域で安心して暮らすために障碍（がい）の状況に
応じた支援を提供します。

◆計画相談支
援・障害児相談
支援の利用者
数

↗ 467人
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施策分野 3-5

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性
○後期高齢者医療制度の適切な運営に努めます

◆国民健康保
険被保険者一
人当りの医療費

↘ 386,935円

93.5%↗
◆国民健康保
険税の収納率
(現年度分)

◆国民健康保
険特定健診審
査受診率

↗

◆自立相談支
援プラン作成数 ↗

37.4%

○福祉医療費助成制度を適切に運営します

ねらいや

主な取組

129件

○ハローワークなどとの連携による就労支援の充実を図ります

ねらいや

主な取組

経済的な自立だけでなく豊かな日常生活を送るために地元企業やハローワークなどと
の関係機関と連携した就労支援を行います。

県制度や他市等の取組状況も踏まえて、適切な医療費助成に取り組みます。

ねらいや

主な取組

後期高齢者医療広域連合と連携して、制度の適切な運営に取り組みます。

（２）健やかな暮らしを支える医療保険制度等の適切な運営

○国民健康保険制度を健全に運営します

ねらいや

主な取組

医療費の適正化と保険税収入の確保に取り組むとともに、保険者努力支援制度に的
確に対応していきます。

34人

↗ 63人

社会保障

施策
成果指標

（１） 生活困窮者等の経済的・日常的・社会的な自立の促進

○生活保護法や生活困窮者自立支援法に基づき相談支援体制の充実を図り
ます

ねらいや

主な取組

生活保護法や生活困窮者自立支援法に基づく制度を適切に機能させるため、包括的
な相談支援体制の充実を図ります。

○個別の状況に応じた自立支援を行います

ねらいや

主な取組

関係機関との連携を密にし、一人ひとりの状況に応じた自立支援を行います。

◆生活保護受
給者が就労に
繋がった人数

◆生活困窮者
が就労に繋がっ
た人数

↗
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施策分野 4-1

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

 ◆中学２年生ア
ンケートで「宝塚
市が好き」と回
答した人の割合

31.0%

○青少年の孤立を防ぎ、自立と就労を支援します

母子の健康づくりの支援や子育て支援拠点活動などを通じて、妊娠期から継続した切
れ目のない支援に取り組みすべての子どもの成長と子育て家庭への支援をします。

ひきこもりなど課題を抱える若者の孤立を未然に防ぐ取組として、相談や社会とつなが
るきっかけづくりの場を設け、青少年の自立と就労につなげます。

○子どもの意見を生かす子ども参加型のまちづくりに取り組みます

○様々な困難などで配慮が必要な子どもと家庭への支援の充実を図ります

○教育、生活、就労への支援により、子どもの貧困対策に取り組みます

配慮が必要な子どもや、様々な困難を抱える子どもと家庭に対する切れ目のない相談
支援を通じて、子どもの成長発達に対する不安感の軽減、児童虐待の早期発見、支
援と防止に取り組みます。

子どもの将来が生まれ育った環境に左右されることがないよう、住み慣れた地域での
教育支援や生活支援のほか保護者の就労支援、生活困窮世帯に対する支援に取り
組み、貧困の連鎖を防止します。

○待機児童解消のための施策を進めるとともに、一時預かり事業や病児保育
事業などの多様な保育施策に取り組みます

○放課後の健全育成の場の確保に向け、放課後児童対策に取り組みます

保育所の待機児童解消に向け、教育・保育の需要量を見据えた、多様な定員確保方
策の検討を進めるとともに、保育内容の質の維持向上に取り組みます。

↗

ねらいや

主な取組

ねらいや

主な取組

87.4%

50.2%

62.9%

14.9%

26.0%

 （２）子育てと仕事の両立支援

 （３）安全安心の子育て環境づくり

 （４）家庭や地域の子育て力の向上と子どもの社会参加の促進

 ◆「子どもの面
倒を見てくれる
保育所、放課後
児童クラブに入
所することがで
きない」と回答し
た市民の割合

 ◆「子どもに対
する犯罪や事故
が少ない」と回
答した市民の割
合

 ◆「宝塚市は子
育てがしやすい
まちだと思う」と
回答した市民の
割合

 ◆「子育てに負
担を感じること
がある」と回答し
た市民の割合

ねらいや

主な取組

 ◆「地域で子育
てを温かく見守
る雰囲気があ
る」と回答した市
民の割合

ねらいや

主な取組

子どもの意見表明の機会を提供し、その意見をまちづくりに生かすなど、子どもの社会
参加の機会づくりに努め、ふるさと意識の醸成を図ります。

ねらいや

主な取組

ねらいや

主な取組

ねらいや

主な取組

放課後の子どもの健全育成の場として、放課後児童クラブと放課後子ども教室双方
で、地域資源を生かしながら、供給量と質の確保に努めます。

バリアフリー環境の整備や安全な道路交通環境の整備に取り組み、子どもと保護者に
配慮した、子育てにやさしいまちづくりを推進します。

事故、犯罪、暴力等の被害から子どもを守るための取組や有害環境から子どもを守る
活動を推進します。

○子育てしやすい生活環境づくりに取り組みます

○子どもの安全・安心の確保に取り組みます

ねらいや

主な取組

家庭や地域の子育て、教育力が低下しないよう、多様な子育て支援情報の適時適切
な発信・周知啓発と、三層構造による子育て支援システム体制の維持向上を図りま
す。

○子どもの居場所のさらなる充実を図ります

ねらいや

主な取組

子どもが住み慣れた地域で、遊びや学び、体験や異年齢交流ができる身近な居場
所、活動の場づくりの充実を図ります。

○子どもの人権擁護を推進します

○家庭や地域の子育て力・教育力の維持向上を図ります

児童福祉・青少年育成

↗

↘

↘

↗

↗

施策
成果指標

 （１）すべての子どもと家庭への支援

ねらいや

主な取組

ねらいや

主な取組

○すべての子どもと家庭に対する妊娠期からの切れ目のない子育て支援に
取り組みます

「子どもの権利条約」や「宝塚市子ども条例」に掲げる子どもの権利擁護に取り組み、
未来を担う子どもがいきいきと育つよう成長のプロセス全体を支えます。

ねらいや

主な取組
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施策分野 4-2

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

◆学校支援ボラ
ンティアの活動
回数

↗ 6,379回

◆トイレの洋式
化率

◆「地域全体で
子どもの育成に
取り組んでいる
と思う」と回答し
た市民の割合

↗ 29.1%
（H30年度）

ねらいや

主な取組

学校園施設等の安全・安心な環境整備に取り組みます。

67.3%↗

○安全・安心な学校園の整備を進めます

 （３）市民全体による子どもの支援

○家庭・地域と連携し、子どもの発達を支援します

ねらいや

主な取組

学校・家庭・地域の連携推進、学校園の情報発信の推進、地域の教育力の活用、発
達段階に応じた体験活動の充実、子育て支援事業の充実に取り組みます。

○時代に応じた教育環境の整備に努めます

ねらいや

主な取組

学校園の適正配置、ＩＣＴ環境の整備、地球環境にやさしい学校園づくりに取り組みま
す。

↘ 1.25%

◆現職研修を
受講した教職員
の内、「理解で
きた」と評価した
教職員の割合

↗ 76.9%

70.7%↗

○学校教育を担う人材の育成に努めます

ねらいや

主な取組

教員の授業力向上、管理職の育成に取り組みます。

（２）学校園、教職員の教育力の向上

○学校園の組織の充実を図ります

ねらいや

主な取組

保幼小中の連携教育の推進、学校園での教育研究活動の促進、教員の働き方改革
の推進に取り組みます。

○時代に対応できる子どもを育てます

◆ＩＣＴ機器を利
用した授業を分
かりやすいと評
価した生徒の割
合

○心身ともに健やかな子どもを育てます

ねらいや

主な取組

子どもの健やかな身体づくりの応援、健康的な成長と発達支援、安全・安心な学校給
食の提供、基本的生活習慣の確立に取り組みます。

○命の大切さや多様性について理解し、思いやりの心を持つ子どもを育てま
す

ねらいや

主な取組

人権教育の充実・推進、人権意識の向上、防災教育の充実、福祉教育の充実に取り
組みます。

◆新規不登校
児童生徒出現
率

ねらいや

主な取組

外国語活動の充実、理数科目に対する関心と学習意欲の向上、ＩＣＴ環境を活用した
教育の充実、キャリア教育等の機会提供、環境教育の充実に取り組みます。

○ことばを大切にし、感性豊かな子どもを育てます

ねらいや

主な取組

読書活動の推進、学校図書館の充実に取り組みます。

学校教育

施策
成果指標

（１）子どもの「生きる力」の育成

○子ども一人ひとりが大切にされ、共に育つ教育を進めます
◆中学2年生に
おける新体力テ
ストの結果（全
国平均を上回る
種目数：男女計
16種目）

↗ 3種目

ねらいや

主な取組

幼児期の教育・保育の質向上、特別支援教育の充実、一人ひとりに寄り添った支援の
充実、学びの機会均等の保障に取り組みます。

○学ぶ意欲を高め、確かな学力の定着を図ります

ねらいや

主な取組

基礎基本を確実に定着させ、「魅力ある授業」「わかる授業」の充実に取り組みます。
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施策分野 4-3

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

◆市立スポーツ
施設利用者数 ↗ 1,196,290人

◆成人の週１回
以上の運動・ス
ポーツの実施率

↗ ―
(確認中）

（２）スポーツに親しむ環境づくりの推進

○市民のスポーツライフを支援します

ねらいや

主な取組

スポーツ環境の整備に努めるとともに、スポーツを行う機会の提供やスポーツ活動へ
の支援により、市民のスポーツ活動の活性化を図ります。

8.152冊

○ふるさと宝塚の文化遺産を守り、活用します

ねらいや

主な取組

市内の文化遺産を保全するとともに、新たな郷土資料の収集、情報発信に努めます。

○魅力ある図書館づくりを進めます

ねらいや

主な取組

市民のニーズに応じた情報の提供に努め、生涯にわたる市民の自主的な学びを支援
します。

◆図書館での
市民１人当たり
貸出冊数

↗

社会教育

施策
成果指標

（１）生涯を通じて学ぶことのできる環境の充実

○学びをまちづくりに生かします

◆公民館登録
団体・グループ
数

↗ 954団体・グ
ループ

ねらいや

主な取組

誰もが学べる場と機会を整え、学びあいを通じて地域を考えます。
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施策分野 5-1

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

ねらいや

主な取組

開発事業など新たな土地利用において、景観計画で定めた指針や方針、基準を守る
ことや「宝塚らしい景観」の指導・誘導に努めます。

○新たな制度設計やガイドラインについて検討します

ねらいや

主な取組

景観計画特定地区の指定により、良好なまちなみの維持・形成に努めます。

○景観計画特定地区の指定により良好な景観の維持保全を推進します

ねらいや

主な取組

都市景観に関する情報の発信などにより、景観に対する市民意識の向上を図ります。

都市景観

施策
成果指標

（１） 宝塚市景観計画に基づく「宝塚らしい景観」の魅力の向上

○景観に関する情報を発信し、市民意識の向上を図ります

 ◆「市域全体の
景観保全への
市の取り組みが
十分できている
又はできてい
る」と回答した市
民の割合

↗ 20.0%
（H30年度）

○新たな土地利用において良好な景観を誘導します

ねらいや

主な取組

景観計画などに基づき、新たな制度設計やガイドラインの検討・作成に取り組みます。

○屋外広告物の規制・誘導を行い、違法掲出物の減少をめざします

ねらいや

主な取組

法律や条例に基づき、規制・誘導を行い、違法に掲出されているはり紙などに対する
是正指導や除却活動を実施し、違法掲出物の減少をめざします。
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施策分野 5-2

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

ねらいや

主な取組

文化芸術センター庭園や安倉フラワーガーデンにおける花苗講習会の開催などにより
市民の緑化意識の醸成を図り、公共緑化やまちかど緑化などの市街地緑化を推進し
ます。

○公園の特性に応じた多様な主体による管理運営を推進します

ねらいや

主な取組

公園アドプト団体へ奨励助成などを行い活動を支援します。公園の特性に応じた多様
な主体による管理運営手法を検討し、導入を図ります。

（３） 緑地や里山・まち山の保全・再生の推進

○緑地や里山・まち山の保全活動を促進します

◆緑地や里山・
まち山の保全活
動参加者数

↗ 1,385人

ねらいや

主な取組

北雲雀きずきの森緑地などにおいて、活動団体との協働による環境整備や奨励助成
などによる活動支援により、環境学習や野外活動など、緑地の有効活用を促進しま
す。

○緑地や里山・まち山の保全活動団体を支援します

ねらいや

主な取組

緑地や里山・まち山の保全活動団体に対して活動に必要な資材の提供や塵芥処理、
活動内容の広報・PRなどを行い活動を支援します。

○地域緑化モデル地区指定団体を支援します

ねらいや

主な取組

地域緑化モデル地区指定団体へ花苗の配布などを行い活動を支援します。

○地域の特性に応じた街路樹の整備に取り組みます

ねらいや

主な取組

老朽化、大木化した街路樹への対応として、（仮称）街路樹整備計画を策定し、地域
特性に応じた良好な景観形成と安全な道路環境の確保に取り組みます。

（２） 緑豊かで美しく潤いのある都市空間形成の推進

○市民の緑化意識の醸成を図ります

 ◆地域緑化モ
デル地区指定
団体数

↗ 112団体
○民有地の緑化を推進します

ねらいや

主な取組

緑化基金を活用した生垣助成制度や保護樹等の奨励助成、開発事業に伴う緑化指
導などにより民有地緑化を推進します。

 ◆公園アドプト
制度により市民
団体などが管理
する公園数

↗

緑化・公園

施策
成果指標

 （１） 地域の特性やニーズに応じた都市公園等の利活用の推進

○地域ニーズに合った公園整備を推進します

61箇所

ねらいや

主な取組

公園の有効活用と地域活動の活性化を推進するため、長寿命化計画に基づく公園施
設の更新時や公園リノベーション事業において地域の意見を反映します。（仮称）パー
クマネジメントプランを策定し、都市公園の再配置や小規模公園の統廃合、都市計画
公園の見直し等により地域の活性化を図ります。
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施策分野 5-3

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性
○環境保全活動を支援します

ねらいや

主な取組

市民や環境保全活動団体等の活動を積極的に支援し、その活動を広く紹介すること
で市民への啓発を推進します。

 （４）環境保全を担う人材の育成

○環境教育・学習を推進します ◆たからづか
ECO講座の受
講者数（累計）

↗ 453人
ねらいや

主な取組

イベントや小学校で学習等を通して、自然に対する感性や環境を大切にする心を育て
ます。また、環境教育・学習の指導者の養成に努めます。

◆たからづか環
境マイスター登
録者数

↗ 6人

 （３）健康に暮らせる環境の維持

○環境公害の未然防止に努めます

◆環境基準達
成率（大気質、
水質、騒音）

↗
88%(大気質）
83%（水質）
95%（騒音）

ねらいや

主な取組

大気、水、騒音に関する調査・監視活動を継続し、環境基準達成率が維持又は向上
するよう努め、規制の遵守やマナー、環境保全の意識の高揚を進めます。

○公共用水域の水質保全に努めます

ねらいや

主な取組

生活環境の向上や清浄な河川の水を守るために、合併処理浄化槽の適正運用を推
進します。

4,557件
（R元年12
月末現在）

○再生可能エネルギーの導入を推進します

ねらいや

主な取組

市民啓発の実施により住宅などへの太陽光発電の導入を進めるとともに、他のエネル
ギー種の活用についても検討を進め、エネルギー種の脱炭素化を進めます。

◆太陽光発電
システムの設置
件数（累計）
※全量買取及
び余剰買取分

↗

学習会やイベント等様々な機会を通して、生物多様性に関する情報の収集及び提供
を行い、保全意識の向上を図ります。

◆環境保全活
動団体数（参加
人数）

（２）多様な生物が存在する豊かな自然環境の保全

○生物多様性の保全対策を充実します

ねらいや

主な取組

関係機関や環境保全活動団体等と連携し、市内に生息する生物の情報を収集し、湿
原や里地里山、まち山等の生態系の適正な保全対策を進めます。

↗

↗

25団体
 （537人）

56.5%
（H30年度）

○特定外来生物に関する情報提供、適正な駆除を行います

◆「豊かな自然
環境が保全され
ていると思う」と
回答した市民の
割合

ねらいや

主な取組

特定外来生物に関する情報の収集と提供（禁止事項の周知等）を行います。また、市
民との協働により適正な駆除活動を実施します。

○生物多様性の保全意識の向上を図ります

ねらいや

主な取組

環境保全

施策
成果指標

 （１）温室効果ガス排出量の削減

○エネルギー消費量の削減を進めます
◆温室効果ガス
排出量 ↘ 623千トン

ねらいや

主な取組

省エネルギーについて、市民・事業者への啓発を行うとともに、省エネの実践への支
援を行い、エネルギー消費量の削減（省エネルギー）を進めます。
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施策分野 5-4

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

↘ 16,027ｔ/年
◆事業系燃や
すごみ排出量

（２） 安全で安定したごみ処理

55,344ｔ/年

○焼却ごみの削減を図ります

ねらいや

主な取組

燃やすごみに混入している資源化可能なごみの適正排出、台所ごみの水切りの励
行、中間処理施設での資源化対策により焼却ごみ量の削減に努めます。

○事業系ごみの分別徹底と減量化を図ります

ねらいや

主な取組

増え続ける事業系ごみの削減のための取組。分別の徹底、資源化の推進を事業者へ
啓発します。

◆焼却ごみ量 ↘

0回

ねらいや

主な取組

既存施設の老朽化が進む中、安全で安定したごみ処理を確保するために、適切な維
持管理、計画修繕の実施に取り組みます。

○高齢化に対応した収集に取り組みます

ねらいや

主な取組

高齢化等に伴うゴミ出し問題に対応するため、市民と行政の協働による対応について
検討します。

○市民に信頼される新ごみ処理施設を整備します

ねらいや

主な取組

公設民営方式（DBO方式）による、現有施設での建て替えについては、進捗情報を市
民に発信し、既存施設を稼働しながら施設整備を推進します。

○ごみ処理施設を適切に維持管理します

◆施設の緊急
停止回数 ↘

循環型社会

施策
成果指標

（１） ごみの減量・資源化の推進

○３Ｒの取組を推進します

417g/人・日
ねらいや

主な取組

まずは、ごみを作らない、ごみになるものを減らします。次にごみにせず繰り返し使うこ
とを啓発し、ごみそのものを減らします。その次にリサイクルを行います。

◆市民１人１日
当たりの燃やす
ごみ平均排出
量（家庭系ご
み）

↘
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施策分野 5-5

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

695件

（２）環境衛生の維持

○ペットの適正管理を進めます

77%

○墓地の長期的・安定的な供給を推進します

ねらいや

主な取組

３霊園全体で魅力ある墓地として、維持しながら計画的に長尾山霊園の再貸出、宝塚
すみれ墓苑の一般墓地・合葬式墓地の貸出を行います。

○害虫発生の未然防止を図ります

ねらいや

主な取組

害虫発生を未然に防止するため、公共水路や併用下水道に薬剤散布し、環境衛生の
向上を図ります。

◆狂犬病予防
注射接種率 ↗

ねらいや

主な取組

ペット、特に犬、猫の飼い主のマナー向上、犬の登録制度の適正管理を行うとともに、
飼い主のいない不幸な猫を減らします。

◆飼い主のいな
い猫の不妊・去
勢手術費助成
金に係る手術実
施数（累計）

↗

都市美化・環境衛生

施策
成果指標

 （１）市民との協働による美化活動の推進

○まちを美しくするという市民意識の維持・向上に努めます

 ◆「宝塚を美しく
する市民運動」
参加者数

↗ 66,321人

ねらいや

主な取組

宝塚市を美しくする市民運動への参加者の拡大を図るとともに市民のモラルを向上さ
せ、さらにきれいなまちを目指して、まちの美化を進めます。

○ごみの不法投棄防止対策を進めます

ねらいや

主な取組

監視カメラなどにより、市内でのごみの不法投棄を防止し、まちの美化を進めます。
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施策分野 6-1

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

◆観光消費額 ↗ 94,408百万
円

◆観光入込客
数 ↗ 1,0485,065

人

◆外国人観光
客数 ↗ 16,809人

（３）持続可能な観光振興に向けた環境整備

○来宝者に向けたインフラ整備に取り組みます

ねらいや

主な取組

観光案内機能（ＨＰ・ＳＮＳ等を活用した経路案内等）の充実に加え、時代の変化（技
術革新等）に合わせて基盤整備を図ります。

◆観光入込客
数 ↗ 1,0485,065

人

◆外国人観光
客数 ↗ 16,809人

○観光消費額拡大を目指します

ねらいや

主な取組

ターゲット層を明確化し、デジタルマーケティングによる観光ビジネス構築を図り、観光
消費額拡大を意識した取組を推進します。

 （２）積極的な誘客に向けた国内外への情報発信

○積極的な誘客の展開に取り組みます

ねらいや

主な取組

ターゲットやニーズを明確にし、周辺地域との広域連携などによる国内外に向けた誘
客を展開します。

○観光資源の利用に向けた市民へのＰＲに取り組みます

ねらいや

主な取組

本市の魅力を浸透させていくため、観光施設（資源）やイベント等への市民参加（利
用）の訴求に取り組みます。

○観光情報（資源）の積極的な発信に取り組みます

ねらいや

主な取組

国内外への情報発信を行うため、パンフレットやリアルタイムの情報発信、宝塚北ＳＡ
等を活用した情報発信に取り組みます。

○観光に携わる関係者の合意形成と人材の育成を図ります

ねらいや

主な取組

関係者の合意形成を図るとともに、市民ガイドや外国人向けガイドなどおもてなし人材
（ボランティアガイド等）の育成に取り組みます。

16,809人

○多様な人材が協働して参加するコンテンツ開発に取り組みます

ねらいや

主な取組

ワークショップやセミナーの開催、先進地を訪問するなどにより、知見やマインドの共有
を図り、コンテンツ開発に取り組みます。

○地域間の周遊性の向上を図ります

ねらいや

主な取組

県内各地をはじめ、近隣地域との広域連携を図り、市内での南部地域や北部地域で
のコンテンツ開発等と組み合わせ、周遊性向上に取り組みます。

◆外国人観光
客数 ↗

◆宿泊者数 ↗ 142,152人

観光

施策
成果指標

 （１）地域資源の磨き上げと掘り起こし

○ウェルネスツーリズムの促進を図ります

ねらいや

主な取組

市民も来宝者も、より健康に、美しく、人生を豊かにするため、観光資源を組み合わせ
たコンテンツ開発に取り組みます。

◆観光入込客
数 ↗ 1,0485,065

人
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施策分野 6-2

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

ねらいや

主な取組

既存事業所の新たな事業展開に対する支援に取り組むほか、住工混在地域における
事業所と住民との良好な関係構築を図ります。

○創造性の発揮による新事業創出を支援します

ねらいや

主な取組

既存事業と創造的人材とのマッチングによる経営革新の支援などにより、宝塚市でし
か手に入らないモノやサービスが生み出される機運を醸成します。

ねらいや

主な取組

リノベーションなどによる既存店舗の魅力向上や、市内外への効果的なプロモーション
などの支援を行うとともに、魅力ある新たな店舗の立地誘導を図ります。

○次世代の創造性豊かな担い手育成に取り組みます

ねらいや

主な取組

産産連携や産学官金連携を更に強化するほか、創造的に諸課題を解決できる人材
（高度デザイン人材）の育成促進に取り組みます。

（２）まちの活性化

◆市内商品販
売額 ↗

183,112百
万円

（H28年度）

○個店からエリア全体の魅力向上を図ります

○既存事業所の市内立地継続支援に取り組みます

商工業

施策
成果指標

（１）新たな事業の創出

○起業しやすい土壌づくりに取り組みます

◆起業した事業
者数 ↗ 36件

ねらいや

主な取組

商工会議所や民間の起業家等支援施設との連携により、起業や経営に関する相談が
しやすい環境を整え、起業の裾野拡大や事業承継に取り組みます。

◆デザイナーと
マッチングした
事業者数

↗ ―
（新規）

 （３）宝塚ブランドを生かした魅力創出

◆市内商品販
売額 ↗

183,112百
万円

（H28年度）○産業施策と文化芸術施策の連携を促進します

ねらいや

主な取組

文化芸術センターを核とした産業横断的な取組を促進し、宝塚らしいストーリー性のあ
るモノ・サービスの提供に努めます。

○シビックプライドの醸成による地域内経済循環の向上を図ります

ねらいや

主な取組

市内事業者同士の主体的な連携や交流に関して情報発信を行い、本市の魅力の効
果的なプロモーションの強化を図ります。

◆1事業所あた
り製造品出荷額
等（製造業の
み）

↗ 74,391万円
（H28年度）

28



施策分野 6-3

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

◆農に関する講
習会等実施数 ↗ 20回

○「農」に関する普及啓発活動を推奨します

ねらいや

主な取組

農に関する食育などの講習会の実施や、本市発祥の接木技術を通じて発展した花き・
植木産業や北部でのダリア栽培の歴史の伝承に努めます。

◆市民農園利
用者数 ↗

528人
（R元年6月
1日現在）

○地域の特性を生かした観光農業を活性化します

ねらいや

主な取組

あいあいパークをはじめ、西谷夢市場、長谷牡丹園、宝塚ダリア園などの施設やイベ
ントなどにより、誘客を図り、魅力を発信します。

○「地産地消」の取組の支援を行います

ねらいや

主な取組

地域で生産された作物を地域で消費する「地産地消」の推進のため、朝市の開催や
学校給食・地元レストランなどへの提供を支援します。

4,349千円

ねらいや

主な取組

行政と住民が連携してイノシシやシカなどの有害鳥獣による農作物の被害を防止し、
営農意欲の低下を防ぎます。

○都市農業の振興を図ります

ねらいや

主な取組

都市農地の保全と活用を促進し、都市農地の持つ多面的な機能（景観・交流・食育・
教育・地産地消・環境・防災）を発揮できるように取り組みます。

↘

○有害鳥獣による農作物被害の減少を図ります

◆有害鳥獣によ
る農作物被害額

（３）「農」に触れ「農」を知る機会の創出

○「農」に触れる機会の創出を図ります

ねらいや

主な取組

市民が「農」に触れる機会を拡大するため、市民農園、農業サポート事業をはじめとし
た農業体験を提供します。

◆農地集積率 ↗ 7.2%

○農商工連携や異業種交流の取組を推進します

ねらいや

主な取組

農産物の特産品・加工品の開発と販売の促進に向けて、開発支援や販路の確保と商
工業者との連携や他業種との交流を活性化します。

○農福連携など農地の新たな活用に取り組みます

ねらいや

主な取組

農地の新たな活用方法として、市民農園や農福連携などの提案を積極的に行ってい
きます。

（２）農業の新たな価値創出の推進

○「農」を支える交流や農村への移住・定住等を促進します

◆「農」に関する
ﾓﾉ・ｺﾄ・ﾊﾞ登録
数

↗ 29件

ねらいや

主な取組

都市農村交流に取り組み、後継者の帰農はもとより就農希望者、農村での生活希望
者を積極的に受け入れ、農村への移住・定住を促進します。

○スマート農業や再生可能エネルギーなど新技術の導入を進めます

ねらいや

主な取組

ロボット技術やICTを活用したスマート農業の導入を検討し、農業の効率化を図りま
す。また、農業経営への再生可能エネルギー導入を検討します。

○農地や農業用施設の適正な維持管理に努めます

ねらいや

主な取組

農地や農業用施設の適切な維持管理に努めます。また、生産効率の向上と甚大化す
る自然災害防止のため、基盤整備の研究を進めます。

農業

施策
成果指標

（１）農業の持続的な発展

○次世代の担い手を確保します

◆集落営農組
織数 ↗ 5団体

ねらいや

主な取組

新規就農者の確保、後継者となる農家の育成、集落営農組織の立ち上げ・運営支援
など次世代の多様な担い手を確保するとともに、農地の集積・集約化の促進と販路の
拡大に努めます。

○地域に根付いた農業生産を推進します

ねらいや

主な取組

花き・植木や西谷野菜、ダリアなど特色のある農産物のブランド化を推進します。
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施策分野 6-4

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

◆女性のM字
カーブ世代の労
働力率

↗ 61.6%
（H27年度）

施策の

方向性

施策の

方向性

◆市内従業者
数 ↗ 54,498人

（H28年度）

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

19.0%
（H27年度）

（２）働く場の創出と多様な働き方の実現

○新たな就労機会の掘り起こしに取り組みます

ねらいや

主な取組

既存の事業や社会活動など、あらゆる機会をとらえ、働く場の創出に取り組みます。

○潜在的に就労を希望する人へのきめ細やかな支援に取り組みます

ねらいや

主な取組

現在のところ就労を希望していない人に対しても、自己実現や社会参加などを促し、き
め細やかな支援によりその人たちの就労の実現を推進します。

◆高齢者の労
働力率 ↗

◆昼夜間人口
比率 ↗ 79.9%

（H27年度）

（３）労働問題の防止と解決に向けた環境づくり

○適正な労働環境の確保に向けた取組を促進します

○ワーク・ライフ・バランスの実現や新しい働き方の定着に向けた取組を促進
します

ねらいや

主な取組

健康で豊かな生活を実現し、仕事上の責任を果たしながら、子育て・介護・趣味などに
割く時間を確保するため、セミナーなどの開催を通して支援します。

◆国の総合労
働相談コーナー
の認知率

↗

◆有給休暇を
80％以上取得し
ている人の割合

↗ 20.3%

25.3%
ねらいや

主な取組

過剰な労働時間やパワハラ・セクハラといったハラスメントなどをなくし、労働者が安心
して働ける環境を実現するための支援を行います。

53.3%

ねらいや

主な取組

誰もが働く機会を得て、仕事を通じて生きがいややりがいを感じられるように安定した
雇用環境の整備に取り組みます。

雇用・労働環境

施策
成果指標

（１）誰もがいきいきと働くための就労支援

○雇用・就業促進と安定のための支援に取り組みます

◆若者等（15歳
～49歳）の無業
者数及び無業
者比率

↘
1,365人

1.5%
（H27年度）

○相談窓口の周知・他機関との連携に取り組みます

ねらいや

主な取組

労働者が安心して働ける環境を実現するため、関係機関と連携して必要な対策を講じ
るほか、それら対策について、企業にも働きかけを行います。

◆苦情（ハラスメ
ント）相談窓口を
設置している事
業所の割合

↗
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施策分野 6-5

指標名
めざす

方向性

現状値
(Ｒ元年度)

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

施策の

方向性

◆文化施設の
利用率 ↗ 67.0%

◆「市民の文化
活動に対する市
の支援が十分
できている又は
できている」と回
答した市民の割
合

↗ 11.2%
（H30年度）

○市民の文化芸術活動等の支援の充実を図ります

ねらいや

主な取組

市文化財団の持続的発展を前提に、市民やアーティスト、文化団体等が行う文化芸術
活動を促進させるための支援の充実を図ります。

↗ 57.2%

◆文化施設の
利用率 ↗ 67.0%

◆「市民の文化
活動に対する市
の支援が十分
できている又は
できている」と回
答した市民の割
合

↗ 11.2%
（H30年度）

○インバウンド・アウトバウンド等で国際理解を推進します

ねらいや

主な取組

海外都市（外国人）等との市民及び団体間（行政間）の交流を行い、相互理解と親善
を図ります。

◆国際・文化セ
ンターの利用率

（４）歴史や文化、習慣の違いを認め、尊重する地域社会の構築

○多文化共生や異文化相互理解を推進します

ねらいや

主な取組

外国人市民を地域の構成員として相互理解を深め、協力して地域社会を構築するとと
もに、来宝外国人に対しても共生や相互理解を促進します。

文化芸術活動の持つ創造性を生かし、文化芸術と福祉や教育、観光、まちづくりなど
の関連分野を連携させることで、社会包摂的な機能を含む公共的課題の解決や地域
活性化(産業振興)に取り組みます。ねらいや

主な取組

〇文化芸術の持つ創造性を生かし、他の分野との有機的連携を進めることに
より、地域の社会課題解決や活性化の取組を推進します

○いつでも文化芸術に親しめるよう情報発信に取り組みます

◆「文化芸術活
動によく親しん
でいる」と回答し
た市民の割合

ねらいや

主な取組

宝塚学検定（博士の会）をはじめ、「市民力」を生かし学習成果の蓄積や本市の文化
芸術の魅力を発信できる取組を支援します。

○地域間交流を継続させ、推進します

ねらいや

主な取組

姉妹都市（松江市）をはじめ、友好都市などとの地域間交流の絆を深めるため、交流
事業を継続し、併せて市民レベルの交流にも繋げていきます。

（２）文化芸術により人と人とがつながる取組の推進

○活動カテゴリを超えた交流や連携の促進を図ります

ねらいや

主な取組

文化芸術を通して他分野との連携や異分野との交流などを含めて、人と人とがつなが
り、地域コミュニティを醸成できるよう事業展開を図ります。

○人材や市民組織（団体）の育成を図ります

（３）文化芸術により成長を続けることができる取組の推進

24.5%
（H30年度）

ねらいや

主な取組

市民や来宝者に文化芸術に関する情報を的確に伝えるため、様々な媒体を活用し
て、積極的に発信します。また、情報の一元化やアーカイブ化を推進（検討）します。

○子どもたちをはじめ市民の創造性を育みます

ねらいや

主な取組

民間施設を含む各文化関連施設における「実体験」により、本質を見極め、創造力を
育む取組を充実させ、継続します。

↗

文化・国際交流

施策
成果指標

（１）文化芸術に触れ、創造する喜びを実感できる環境づくり

○文化芸術関係施設の有機的連携（協働）を推進します

◆文化芸術セン
ターの来場者数 ↗ ―

（新規）

ねらいや

主な取組

民間施設を含む各文化関連施設等が有機的に連携し、本市の活力を生み出すととも
にその魅力を市内外に発信します。

○誰もが文化芸術に触れ、楽しめる環境づくりに取り組みます

ねらいや

主な取組

民間施設を含む各文化関連施設において、誰もが文化芸術を鑑賞・体験し、感動で
きる良質な事業を充実させ、継続します。
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